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私どもは、平成15年5月1日付で内閣総理大臣の認証を取得し、特定非営利法人「日本行方不明者支援協会（MPS）」を
設立いたしました。

平成15年中の警察に「家出人捜索願」が出された行方不明者は101,855人。その中でも「19歳以下」の未成年者の行方
不明者は全体の22.6％を占めると発表されています。ただし、その実数は統計より遥かに上回ると思われます。

現実にこれだけ多くの人がある日忽然と姿を消してしまう事実は決して他人事ではありません。こうした現実に直面した
場合、残された家族にとってはどれほどの衝撃でしょうか。頼みの警察は、事件・事故性がない限り積極的に動けないと
いう法律上の問題が大きな障害となり、なんとしても捜し出したいという家族にとって、この現実は気持ちのやり場もない
時間を過ごし、家出した家族の生死も分からず不条理を抱えながら生きることになります。

欧米では早くから行方不明者を捜す人々を救済する受け皿として、「NCMEC」（National Center for Missing & Exploited
Center：NPO法人 全米行方不明・被搾取児童センター）などの組織や機関が、公民問わず存在しています。そこで多角的
に情報収集を実施して発見につとめる機関があればとの要請から、多種多様の専門知識を持った人たちやボランティア
としての協力者の方々と常に連携をしながら、お互いのノウハウを出し合い捜索活動の実施やその支援を行い、人心の
安定と社会秩序の安寧保持に寄与することを目的としたのが当協会（MPS）でございます。

その後、当協会は一旦、発展的解散を行い、その目的に高齢者や青少年さらには消費者の保護を加え、平成21年8月25日、
新たな認証を内閣総理大臣から取得し、特定非営利法人「日本行方不明者捜索・地域安全支援協会」を設立いたしました。

日本の人口比に占める高齢者の大幅増加に伴い、高齢者が所謂「振り込め詐欺」「架空請求」「融資保証金詐欺」「還付金
等詐欺」「悪徳商法」の被害者になるケースが増えています。さらには、東京都内および三多摩地域などで昭和40年代、
50年代に建設された大規模団地が所謂「限界集落」化している状況も確認でき、今後、さらに増える高齢者への犯罪被害
防止および「限界集落」に居住する独居老人などへの様々なサービスを展開し、高齢者と地域の安全および高齢者の生き
甲斐をサポートする活動および消費者保護に関する活動を行い、社会秩序の安寧保持に寄与し、明るい家庭、明るい地域、
明るい社会作りへの貢献を行いたいと考えております。

設立の背景

1
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NPO法人「日本行方不明者捜索・地域安全支援協会」の誕
生

MPSでは、家族の「絆」を大切にすることにより、
これらの社会問題を減少・予防できると考えます。

犯罪増加

環境破壊

非行増加 社会秩序の低下

社会全体

MPS誕生

非行防止

親子関係の改善

行方不明者の危機回避

行方不明者の発見

悩みの相談

更にパワーアップ

未成年者の家出の増加
行方不明者を抱える家族の悲痛の叫び

警察に届けられる捜索願の数
ホームレスの増加

警察をはじめとする公的機関の対応状況

未成年の行方不明者とその家族を支援したい！

インターネットを利用したグローバルな情報公開
ＮＰＯ法人として、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（ｻﾎﾟｰﾀｰ）による支援

活動
公的機関との相互協力

同じ境遇や経験者からのアドバイス等
インターネットを介して、行方不明者との直接的

な接触

日本行方不明者捜索・地域安全支援協会の可能性と課
題

協賛会社の拡大
会員、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（ｻﾎﾟｰﾀｰ）の拡大

行方不明者とその家族を支援する団体としてのｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ化
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相互メリット創出による展開イメージ

企 業

＊社会的な貢献
＊社会的イメージのアップ
＊企業のプロモーション活動の一環として
＊家族の「絆」の大切さを企業としてアピー
ル

専門家

＊専門スキルとノウハウの社会への還元
＊ボランティア活動によるイメージのアップ
＊実績が増えることによるキャリアアップ
＊家族の「絆」の強化に貢献

ＭＰＳ

＊社会秩序の安寧保持
＊社会への利益還元
＊社会の有益なパートナーとしての存在
＊家族の「絆」を取り戻すキッカケ
に・・・

行方不明者

＊犯罪事故に巻込まれる前に発見される可能性

＊帰るキッカケを得ることができる
＊家族との再会
＊家族の「絆」を取り戻すキッカケに・・・

家 族

＊相談窓口ができる安心感
＊発見確立の向上
＊金銭的負担の軽減
＊家族の「絆」を取り戻すキッカケに・・・

3



活動計画概要

相談業務

情報交換会
の結成

啓蒙活動

調査・研
究

情報提供

①特別電話相談
②面談による特別相談

行方不明者家族への
アドバイス

③「行方不明者家族会」
の結成

行方不明者家族を持った
経験者による情報交換

④行方不明者家族およびその関係者と、有識者による討論会
⑤青少年問題をテーマとした講習会

⑥アンケート調査の実施
行方不明者の実態調査し、
原因を分析

⑦新聞の発刊 情報新聞を発刊し、家族の「絆」
の
大切さをテーマに情報提供実施
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「きずなニュース」概要

主旨：「家族の絆」を守るため、また「家族の絆」の崩壊を防ぐために、各種情報の提供や
啓蒙活動を通じて高齢者の安全、子供の健全育成に貢献したいと考え、発刊するに至りました。

紙面：４面構成ﾀﾌﾞﾛｲ
ﾄﾞ版

配布先：メインユーザー/中高生の子供を持つ親と高齢
者

サブユーザー/学校関係者と想定

・
創
刊
号
は
７
月
発
行

・
第
２
号
は
９
月
発
行

タイトル

時事社会ネタ
（ひきこもり、不登校、
暴力、麻薬、非行、家
出）

広告（予定）

当団体ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
・活動状況
・活動予定
・他情報提供

他団体ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
・活動状況
・活動予定
・他情報提供

広告（予定）

各種団体代表者へｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
・Xxxxxxxx

・Xxxxxxxx

・家族の絆についてコメン
ト
広告（予定） こう

Q&A
・Q＝統計から見られる傾向に

ついての問い
・Ａ＝問に関する根拠となる
答

１面記事に関する統計を掲載
各団体、専門家などの視点か
ら「飛行防止と健全な育成」
についてのコメント
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広告(予定）

１面 ４面
３面

２面

家族の絆と家出（非行等）の因果関係
「絆」崩壊の潜在的問題

・抱えている問題を把握しにくい
・教育（しつけ）に問題が生じや
すい
・etc.
・抱えている問題を話しにくい
・自己都合の解釈による行動をし
がち
・etc.

・看病疲れ
・食事への気遣い
・生活環境への気遣い

・家族への気遣い
・精神面への影響

本
人

家
族

家
族

本
人

「家族の絆」
キーワード

一家団欒の
住宅環境 本

人

一家団欒の
食卓

家族が健康で
いられる状況

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
足
と
い
う
状
況
が
起
き

る

不
健
康
な
生
活

が
始
ま
る

崩
壊
し
て
く
る
と

潜在的問題
の発生

潜在的問題
の発生

「絆」崩壊の顕在化

「絆」問題が顕在化す
る前の具体的な兆候

兆候A

兆候B

兆候C

・機会
・環境
・etc.

引きこも
り
不登校

家 出

非 行

麻 薬

暴 力

兆候D

兆候Ｅ



ＭＰ－リスト

インターネット上に行方
不明者に対する情報募集
を行う「尋ね人」のペー
ジを公開しました。

ＭＰＳ掲示板

多目的な掲示板です。
ＭＰＳのウエブサイトを訪
問したすべての方が利用可
能です。

行方不明者・家族ﾀﾞｲﾔ
ﾘｰ

行方不明者本人や、行
方不明者を抱えるご家
族が綴る「日記」です。

それぞれの貴重な体験
や経験が、日記形式で、
ネットを介して投稿さ
れてきます。

ＭＰＳインフォメーション

ＭＰＳのホームページの更
新履歴が記されています。

専門家からのアドバイ
ス

行方不明者を抱えるご
家族からのご相談に対
して、
バラエティー豊かな各
界の専門家の方々がお
答えします。

ボランティア募集

MPSでは、協会のため
に力を貸してくれる
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（MPSサポー
ター）の方々を募集
しています。
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NPO日本行方不明者捜索・地域安全支援協会

名 称 特定非営利活動法人 日本行方不明者捜索・地域安全支援協会

英語名 Missing Person Search and Regional Safety Support Association of Japan

略 名 ＭＰＳ（エムピーエス）

許認可 平成２１年８月２５日 内閣総理大臣認証（府国生第８５２号）

事務局 古内 栄・林崎 巧

〒１８２－００２５
東京都調布市多摩川５－２３－１１ カメリア調布４０２号

ＴＥＬ ０４２－４２６－９３００
ＦＡＸ ０４２－４４０－０７６４
ＵＲＬ http：//www.mps.or.jp
E-mail    info@mps.or.jp  

Copyright©2009Missing  Person Search and Regional Safety Support Association of Japan All 
Right Reserved.
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独居老人家族からの依頼による、定期的な安否確認の概要

協会では三多摩地区に居住する、一人暮らしのお年寄りの方のお宅を、他所に住むご家族からのご依頼により、

定期的にご訪問するサービスを行っております。

その際にはお年寄りからのメッセージなどを動画に記録して、ご家族へお渡しするサービスも行っております。

なお、ご家族からお年寄りへの文章・動画などのメッセージをお渡しする事も可能です。

三多摩地区に居住するお年寄りへの
定期的な安否確認。

1.毎週1回・月に４回の訪問コース
料金：32,000円＋消費税

2.月に2回の訪問コース
料金：16,000円＋消費税

3.月に一度の訪問コース
料金：10,000円＋消費税

一人暮らしの家族からのメッセージを
動画で作成する場合には
別途1,000円（1回毎）

その他のサービスとして、一人暮らし
のご家族の不安・心配ごと・悩みごと
などを聞き取りご家族へお伝えする
サービスも行っております。

全国に住む、息子さん、娘さんなど
の
ご家族からのご依頼。

申込には次の書類が必要となります。

1.一人暮らしのご家族との身分関係
が
わかる書類（戸籍謄本等）

2.一人暮らしをされているご家族お
よびご自身の住民票

文章・動画でのメッセージのお届け

ご自身の心配ごと・困りごと・近況な
どを

お伝えする事も可能です。

ご家族の絆
を当協会が
守ります。

動画
写真

安否
確認

8 一人暮らしのご家族に、何かの問題が発生した場合には、各種専門家を無料でご紹介致します。



高齢者の知識・体験を収集・保存・編集に関する事業概要

戦前・戦中・戦後の生活や知恵を高齢者に語って頂き、当協会のホームページ上で配信いたします。

また、2007年から、戦後（昭和22～昭和26年）生まれの団塊世代が大量に定年退職を迎え、熟練の専門的

技術の継承の問題、所謂「2007年問題」が指摘されています。

団塊の世代の熟練した技術・技能・知識を後世に伝えるために、当協会ではホームページでの配信および

記録媒体で保存業務を行います。
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•高齢者およびリ
タイアされた方
への取材と撮影
の実施

・撮影は当協会スタッフが行います。撮影ボラン
ティアを募集しております

・特定の政治思想・宗教関係のお話はご遠慮下さ
い

•当協会ホーム
ページに動画を
UP

・インターネットを利用することにより、貴重
なお話をより多くの方へ配信出来ます

•高齢者の方から
得られた貴重な
お話をみなさま
へ配信

・貴重なお話を保存した記録媒体の販売・レンタルも
行っております

•若い方への人生
の道標

・人生に悩んだ時

・何かに行き詰った時

きっと、人生の先輩方のお話がお役に立つことでしょう



消費者の安全確保に関する事業概要

2009年9月1日に消費者庁が設立されました。当協会では消費者の保護に関する活動として、当協

会ホームページ・行方不明者捜索用チラシおよび「きずなニュース」紙面上でリコール製品など

に関する情報を提供いたします。リコールなどの情報について掲載ご希望の方はご連絡下さい。

企業からのリコール
情報の受付

MPSのHPおよびきずな
ニュースでのリコー
ル情報に関する告知

消費者の保護
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リコール情報に関
する情報掲載のお

申し込みは
info@mps.or.jp

「きずなニュー
ス」は、主に高齢
者やお子様のいる
家庭・学校に無料
で配布されます

「きずなニュー
ス」と当協会HP
でリコール製品
などの情報を入
手して安全な暮

らし


